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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成24年3月29日(2012.3.29)

【公開番号】特開2010-37195(P2010-37195A)
【公開日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-007
【出願番号】特願2009-204871(P2009-204871)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/087    (2006.01)
   Ｅ０６Ｂ   9/24     (2006.01)
   Ｂ６０Ｊ   1/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｊ   7/043    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   4/02    　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/087   　　　　
   Ｅ０６Ｂ   9/24    　　　Ａ
   Ｂ６０Ｊ   1/00    　　　Ｇ
   Ｂ６０Ｊ   1/00    　　　Ｗ
   Ｂ６０Ｊ   7/043   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月10日(2012.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　ＳｉＯ２　　　　　 ６５～７５重量％、
　　　Ｎａ２Ｏ　　　　　 １０～２０重量％、
　　　ＣａＯ　　　　　　　５～１５重量％、
　　　ＭｇＯ　　　　　　　０～５重量％、
　　　Ａｌ２Ｏ３　　　　　　 ０～５重量％、
　　　Ｋ２Ｏ 　　　　　　　０～５重量％
を含有する基礎部分と、
　　　Ｆｅ２Ｏ３（全鉄）　　０．７～０．９重量％、
　　　ＦｅＯ　　　　　　　 ０．２～０．３重量％、及び
　　　ＣｏＯ　　　　　　　 １～５ｐｐｍ
　　　ＴｉＯ２　　　　　　　０．１～１．５重量％
を含有する主要着色剤と
を含有する青緑色ガラス組成物であって、ガラスが、４９０ｎｍ～４９５ｎｍの範囲の主
波長と、３％～１１％の範囲の刺激純度と、６ｍｍの厚さで７０％未満の範囲の可視光透
過率とによって特徴付けられている、上記ガラス組成物。
【請求項２】
　ガラスが、本質的にＳｅを含有していない、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項３】
　全鉄が０．７重量％～０．８５重量％の範囲にある、請求項１に記載のガラス組成物。
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【請求項４】
　全鉄が０．７３重量％～０．８１重量％の範囲にある、請求項１に記載のガラス組成物
。
【請求項５】
　ＦｅＯが０．２１重量％～０．３重量％の範囲にある、請求項１に記載のガラス組成物
。
【請求項６】
　ＦｅＯが０．２３重量％～０．２８重量％の範囲にある、請求項１に記載のガラス組成
物。
【請求項７】
　ＣｏＯが１ｐｐｍ～４ｐｐｍの範囲にある、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項８】
　主波長が４９０ｎｍ～４９３ｎｍの範囲にある、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項９】
　刺激純度が５％～１０％の範囲にある、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項１０】
　刺激純度が７．５％～１０％の範囲にある、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項１１】
　Ｓｅを２ｐｐｍ以下、含有している、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項１２】
　Ｓｅを１ｐｐｍ以下、含有している、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項１３】
　Ｃｒ２Ｏ３を２００ｐｐｍ未満、更に含有している、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項１４】
　Ｃｒ２Ｏ３を２０ｐｐｍ～１００ｐｐｍの範囲で更に含有している、請求項１に記載の
ガラス組成物。
【請求項１５】
　Ｃｒ２Ｏ３を２０ｐｐｍ～５０ｐｐｍの範囲で更に含有している、請求項１に記載のガ
ラス組成物。
【請求項１６】
　ＴｉＯ２を０．２重量％～１重量％の範囲で更に含有している、請求項１に記載のガラ
ス組成物。
【請求項１７】
　ＳＯ３を０．１８重量％以下、更に含有している、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項１８】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで６４％～７０％の範囲の可視光透過率を有している、請求項
１に記載のガラス組成物。
【請求項１９】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで６４％～６８％の範囲の可視光透過率を有している、請求項
１に記載のガラス組成物。
【請求項２０】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで３０％～４０％の範囲の全太陽エネルギー透過率（ＴＳＥＴ
）を有している、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項２１】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで３３％～３７％の範囲の全太陽エネルギー透過率（ＴＳＥＴ
）を有している、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項２２】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで０．５～０．７の範囲の遮光係数を有している、請求項１に
記載のガラス組成物。
【請求項２３】
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　ガラスが、６ｍｍの厚さで０．５７～０．６の範囲の遮光係数を有している、請求項１
に記載のガラス組成物。
【請求項２４】
　ガラスが、３．３ｍｍの厚さで２５％より大きい紫外線透過率（ＩＳＯＵＶ）値を有し
ている、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項２５】
　ガラスが、３．３ｍｍの厚さで２７％以上の紫外線透過率（ＩＳＯＵＶ）値を有してい
る、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項２６】
　ガラスが、３．３ｍｍの厚さで３０％以上の紫外線透過率（ＩＳＯＵＶ）値を有してい
る、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項２７】
　ガラスが、３．３ｍｍの厚さで２５％より大きく３１％までの範囲の紫外線透過率（Ｉ
ＳＯＵＶ）値を有している、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項２８】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで１５％～２５％の範囲の紫外線透過率（ＩＳＯＵＶ）値を有
している、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項２９】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで１７％～２１％の範囲の紫外線透過率（ＩＳＯＵＶ）値を有
している、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項３０】
　ガラスが、０．２～０．４の範囲の酸化還元比を有している、請求項１に記載のガラス
組成物。
【請求項３１】
　ガラスが、０．２９～０．３７の範囲の酸化還元比を有している、請求項１に記載のガ
ラス組成物。
【請求項３２】
　　　ＳｉＯ２　　　　　 ６５～７５重量％、
　　　Ｎａ２Ｏ　　　　　 １０～２０重量％、
　　　ＣａＯ　　　　　　　 ５～１５重量％、
　　　ＭｇＯ　　　　　　　 ０～５重量％、
　　　Ａｌ２Ｏ３　　　　　　 ０～５重量％、
　　　Ｋ２Ｏ　　　　　　　　０～５重量％
を含有する基礎部分と、
　　　Ｆｅ２Ｏ３（全鉄）　　 ０．７～０．８５重量％、
　　　ＦｅＯ　　　　　　　　０．２～０．３重量％、及び
　　　ＣｏＯ　　　　　　　　０～５ｐｐｍ
を含有する着色剤部分と
を含有する青緑色ガラス組成物であって、ガラスが本質的にＳｅを含有せず；しかも、該
ガラスが、４９０ｎｍ～４９３ｎｍの範囲の主波長と、７％～１０％の範囲の刺激純度と
によって特徴付けられている、上記ガラス組成物。
【請求項３３】
　全鉄が０．７３重量％～０．８１重量％の範囲にある、請求項３２に記載のガラス組成
物。
【請求項３４】
　ＦｅＯが０．２１重量％～０．３重量％の範囲にある、請求項３２に記載のガラス組成
物。
【請求項３５】
　Ｓｅが１ｐｐｍ未満である、請求項３２に記載のガラス組成物。
【請求項３６】
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　Ｃｒ２Ｏ３を２００ｐｐｍ未満、更に含有している、請求項３２に記載のガラス組成物
。
【請求項３７】
　Ｃｒ２Ｏ３が０ｐｐｍ～２０ｐｐｍの範囲である、請求項３５に記載のガラス組成物。
【請求項３８】
　ガラスが、ＴｉＯ２を０．２重量％～１．５重量％の範囲で更に含有している、請求項
３２に記載のガラス組成物。
【請求項３９】
　ＳＯ３を０．１８重量％以下、更に含有している、請求項３２に記載のガラス組成物。
【請求項４０】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで６４％～６８％の範囲の可視光透過率を有している、請求項
３２に記載のガラス組成物。
【請求項４１】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで３０％～４０％の範囲の全太陽エネルギー透過率を有してい
る、請求項３２に記載のガラス組成物。
【請求項４２】
　ガラスが、３．３ｍｍの厚さで２５％より大きい紫外線透過率値を有している、請求項
３２に記載のガラス組成物。
【請求項４３】
　ガラスが、０．２～０．４の範囲の酸化還元比を有している、請求項３２に記載のガラ
ス組成物。
【請求項４４】
　　　ＳｉＯ２　　　　　 ６５～７５重量％、
　　　Ｎａ２Ｏ　　　　　 １０～２０重量％、
　　　ＣａＯ　　　　　　　５～１５重量％、
　　　ＭｇＯ　　　　　　　０～５重量％、
　　　Ａｌ２Ｏ３　　　　　　０～５重量％、
　　　Ｋ２Ｏ　　　　　　　 ０～５重量％
　　　ＳＯ３　　　　　　　 ０～０．１８重量％、
を含有する基礎部分と、
　　　Ｆｅ２Ｏ３（全鉄）　　０．７～０．８５重量％、
　　　ＦｅＯ　　　　　　　 ０．２～０．３重量％、
　　　ＣｏＯ　　　　　　　 ０～５ｐｐｍ、
　　　Ｃｒ２Ｏ３　　　　　　０～２００ｐｐｍ、及び
　　　ＴｉＯ２　　　　　　　０～１重量％
を含有する着色剤部分と
を含有する青緑色ガラス組成物であって、ガラスが本質的にＳｅを含有せず；しかも、該
ガラスが、４９０ｎｍ～４９３ｎｍの範囲の主波長と、７％～１０％の範囲の刺激純度と
によって特徴付けられており；しかも、該ガラスが、３．３ｍｍの厚さで２５％以上の紫
外線透過率（ＩＳＯＵＶ）値によって特徴付けられている、上記ガラス組成物。
【請求項４５】
　Ｓｅが０．５ｐｐｍ未満である、請求項４４に記載のガラス組成物。
【請求項４６】
　ガラスが、６ｍｍの厚さで６４％～７０％の範囲の可視光透過率を有している、請求項
４４に記載のガラス組成物。
【請求項４７】
　ガラスが第１の表面と第２の表面とを有し、第２の表面は、スズ又はスズ酸化物がその
中に埋め込まれている、請求項４４に記載のガラス組成物。
【請求項４８】
　ガラスが、１ｍｍ～１２ｍｍの厚さを有している、請求項４７に記載のガラス組成物。
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【請求項４９】
　請求項４４に記載の組成物から造られているフロートガラス。
【請求項５０】
　　　ＳｉＯ２　　　　　 ６５～７５重量％、
　　　Ｎａ２Ｏ　　　　　 １０～２０重量％、
　　　ＣａＯ　　　　　　　５～１５重量％、
　　　ＭｇＯ　　　　　　　０～５重量％、
　　　Ａｌ２Ｏ３　　　　　　０～５重量％、
　　　Ｋ２Ｏ　　　　　　　 ０～５重量％
を含有する基礎部分と、
　　　Ｆｅ２Ｏ３（全鉄）　　０．７～０．９重量％、
　　　ＦｅＯ　　　　　　　 ０．２～０．３重量％、
　　　ＣｏＯ　　　　　　　 １～５ｐｐｍ、及び
　　　ＴｉＯ２　　　　　　　１．０～１．５重量％（１．０重量％を除く）
から本質的になる主要着色剤と
を含有する青緑色ガラス組成物であって、ガラスが、４９０ｎｍ～４９５ｎｍの範囲の主
波長と、７％～１０％の範囲の刺激純度及び３．３ｍｍの厚さで２５％以上の紫外線透過
率（ＩＳＯＵＶ）値とによって特徴付けられている、上記ガラス組成物。
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